
  
  

東東京京都都水水道道局局環環境境計計画画  
  

～～水水をを育育むむ豊豊かかなな地地球球環環境境をを次次世世代代へへ～～  
  

ああららまましし  
  

 
 

東京都水道局環境基本理念 
   水は、私たちの生活に欠かせないものです。その水を育む地球環 

  境を守ることは、人類共通の課題です。 

   東京都水道局は、安全でおいしい水を安定的に供給するという事 

  業活動を通して、豊かな地球環境を次世代に引き継いでいくために 

  努力します。 
 

 

  東京都水道局 
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水水道道局局環環境境計計画画のの策策定定ににああたたっってて 

 
 

 
  近年、地球温暖化への対応が喫緊の課題として世界的に認識されるなど、環境への負荷

は深刻化しており、環境問題は今日の重要課題となっています。  
  水道事業は、地球が育んだ水を資源とし、安心して飲むことのできる水道水に変えてお

客さまにお届けするという、地球環境と密接に結びついた事業ですが、浄水場、給水所、

送配水施設など膨大な施設を有する装置産業でもあり、事業活動において多くのエネルギ

ーを消費しています。 
  これまでも水道局では、平成１２年４月に策定した「東京都水道局環境基本理念」の実

現に向けて、エネルギーの有効活用、資源リサイクルの推進、水道水源林及び東村山浄水

場におけるＩＳＯ１４００１の認証取得、環境会計の導入など、地球環境に配慮した取組

を進めてまいりました。 
  しかし、高度浄水処理の拡大などにより、エネルギー使用量の増加が見込まれており、

更に総合的な環境施策を推進する必要があることから、この度、平成１６年度を初年度と

する３箇年の「東京都水道局環境計画」を策定しました。 
  この「東京都水道局環境計画」は、従来の取組を包括し、更に環境負荷を継続的に低減

させていくためのしくみを基盤とした計画であり、基本方針、環境負荷に対する具体的な

取組事項の設定、計画推進のしくみと体制から構成されています。 
  今後、この「東京都水道局環境計画」を確実に推進し、環境に配慮した水道事業を実現

するために努力してまいります。 
 

 
 

○ 環境保全と企業経営との両立 

 

○ ISO14001 の考え方を取り入れた水道局独自の環境マネジメントシステムの構築 

 

○ 環境パフォーマンスの向上を重視した取組 

 

 
 

  はじめに 

  環境計画策定のポイント 
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○環境施策の体系 

 
       ・環境基本方針    環境基本理念を実現するための方針       
       ・施策の方向      環境基本方針に合わせた施策の方向性 
       ・取組事項        環境基本方針を具体化するための施策  
 
○重点目標（取組事項から選定した重点的に取り組む事項）※平成１８年度での目標 

      ＊複層林……針葉樹と広葉樹がほどよく混ざり合った森林 

○長期目標（計画期間を超えて設定する長期の目標） 

◎ 局事業から発生する二酸化炭素総排出量を６％低減する 

   （１９９０年度比での２０１０年度目標、水源林による吸収効果を含む）    

◎ 水源林機能の維持向上 

   人工林において、森林機能の向上が図れる複層林の構成率を４．４％に増加する 

     （Ｈ１４年度３．６％）                        

◎ 自然エネルギーの有効利用 

   太陽光等の自然エネルギーによる発電規模を６,８００ｋＷに増加する （Ｈ１４年度１,６００ｋＷ）

◎ 浄水場発生土の有効利用 

   浄水場発生土の有効利用率を８８％に増加する （Ｈ１４年度６６％） 

◎ 二酸化炭素総排出量の低減 

   局事業から発生する二酸化炭素総排出量を２％低減する  

     （１９９０年度比、水源林による吸収効果を含む） 

＊ 

【環境基本方針】  【施策の方向】             【取組事項】
        （重点目標を含む）

　

         （ 計６５項目 ）

             ７項目

           １５項目

             ２項目

             ８項目

 水道水源林の保全

 ヒートアイランド対策の推進

 業務用自動車による環境負荷の低減

 工事における環境配慮の推進

 廃棄物の発生抑制・リサイクルの推進

 環境マネジメントシステムの継続的な改善

 環境関連法規制等の遵守

 水を育む地球環境の保全に貢献

 水づくりに伴う地域環境への配慮

 環境マネジメントシステムの構築と運用

 環境関連法規制等の明確化と管理

             ５項目

             ５項目

             １項目

             １項目

環
 

境
 

基
 

本
 

理
 

念

 水資源の保全

 地球温暖化の防止            １０項目 

 水の有効利用と安全性の確保

 化学物質の安全対策の推進

             ８項目

             ３項目

 職員の意識向上と
   お客さま等とのコミュニケーション

 環境意識の高揚
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環環境境基基本本方方針針とと施施策策のの方方向向 
 

【環境基本方針１】水資源の保全            

 水道水源林を保全し、水質管理や漏水防止などに努め、安全でおいしい水を継続的に供給します。 
 
 
【施策の方向 １－（１）】水道水源林の保全 

   
○環境側面 

・ 水道局が保有し保全管理している水道水源林は、多摩川の羽村取水堰上流域面積の約４４％に

当たる総面積２１，６２８ｈａに及ぶ広大な森林であり、大きな環境保全効果を有しています。 

                              水源林位置図                               

○取組事項 

 

 

【施策の方向 １－（２）】水の有効利用と安全性の確保 

  

  ・ 水源林機能の維持向上 【重点】          ・ 水源林管理計画の継続 

  ・ 森林の二酸化炭素吸収機能の維持       ・ 間伐材等の有効利用策の推進 

  ・ 循環資源である木材の供給              ・ 人工林の育成技術の研究 

  ・ 水源地啓発事業の推進 

  水道水源林は、東京都に残された貴重な自然環境を形成しており、水源かん養機能だけでなく、

生態系の維持や二酸化炭素の吸収など環境負荷の低減にも大きく貢献しています。この森林を将

来に引き継いでいくために適正な管理を行います。 

  貴重な水を無駄にすることなく有効利用していくとともに、原水から給水栓に至るまでの水質

管理を適正に行っていきます。 

・ 水源林の管理計画の継続 

・ 間伐材等の有効利用策の推進 
・ 人工林の育成技術の研究 

＊ 環境側面……局事業と環境との関わりや影響等を表わしたもの 
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○環境側面 
・ 現在、１日の平均配水量は約４６０万m３となっています。この水源として、小河内貯水池を

始めとした多くのダムが運用されていますが、渇水時の水量確保のため、新たな水源開発も必

要となっています。このため、水道局では水の有効利用となる漏水防止に努め、昭和５７年度

には１５％であった漏水率を、平成１４年度には５．４％まで改善させていますが、今後も漏

水量の低減に取り組んでいくことが求められています。 

 
○取組事項 

 

【環境基本方針２】水づくりに伴う地域環境への配慮          

    工事に伴う騒音や排気ガスによる大気汚染など、事業活動により発生する環境負荷の低減に 

   努めます。 

 

【施策の方向 ２－（１）】化学物質の安全対策の推進 

 

○環境側面 
・ 浄水場で消毒剤として使用される液体塩素等の薬品類には、高圧ガスとしての取扱いが必要な

ものもあり、運搬や使用時に漏えいした場合には、周辺地域の環境に影響を与えるおそれがあ

るため、次亜塩素酸ナトリウム等のより安全な物質への転換を図っていく必要があります。 
 

（ 百 万 ・ ／ 年 ）
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  ・ 漏水防止対策の推進            ・ 多様化する水質問題への対応 

  ・ 水の有効利用の促進            ・ 水質検査の信頼性を向上 

  ・ 庁舎の水の使用量抑制          ・ 地盤沈下対策 

  ・ 水源から蛇口までの水質管理     ・ 水の有効利用と安全性向上のための技術開発 

  浄水場等で使用及び廃棄される化学物質については、適正な管理を行うとともに、より安全

な物質へ転換していくことなどの予防原則に基づく取組を推進していきます。 

水道局の漏水量・漏水率の推移 

※ 昭和 57 年から昭和 59 年までのダクタイル化率は、区部のみの数値です。 

※ ダクタイル……高級・普通鋳鉄に比べ、強度や粘り強さに富む材質の鋳鉄 
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          浄水場の液体塩素と次亜塩素酸ナトリウム使用割合の推移 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
○取組事項 

 

【施策の方向 ２－（２）】業務用自動車による環境負荷の低減 

  

○環境側面 
・ 水道局では、支所・営業所を中心に全体で約７００台の自動車を保有しています。この自動車

の使用に伴い、年間約９２０トンの二酸化炭素を排出しており、低公害車の導入や使用の抑制

を図っていく必要があります。 

                     水道局の自動車保有状況（平成１５年３月末現在） 

低公害車 低公害車以外 
車種 

区分＊１ 台数 台数 
合計 

ガソリン車 

超 

優 

良 

３１ 

２７ 

３０ 

５８４ ６７２ 

ディーゼル車 

超 

優 

良 

０ 

０ 

０ 

１０ １０ 

天然ガス自動車 超のみ １０ ０ １０ 

電気自動車 超のみ ６ ０ ６ 

合計  １０４ ５９４ ６９８ 

低公害車導入率＊２ １０．９５％ 

＊１ 東京都指定低公害車の区分 

   排出ガスを発生しない、または排出ガスの発生量が相当少ないと認められる自動車で、東京都が指定する 

     ものであり、超低公害車、優低公害車、良低公害車に区分しています。 

＊２ 低公害車導入率 

   低公害車換算（自動車の車種等により換算）後の総台数に占める、低公害車台数の割合をいいます。 

  ・ 塩素の次亜塩素酸ナトリウムへの転換 

  ・ ＰＣＢの適正管理 

  ・ 浄水薬品の安全な取扱いを推進 

  自動車による排気ガスが東京の大気汚染に大きな影響を与えていることから、業務で使用さ

れる自動車について、低公害化を推進し、使用を抑制していきます。 

※ 全配水量に占める次亜塩素酸ナトリウムと液体塩素の割合 

94% 93% 89% 88% 87% 87% 86% 85% 85% 85%
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○取組事項 

 
 
【施策の方向 ２－（３）】工事における環境配慮の推進 

  
○環境側面 

・ 東京都の建設作業や工事による騒音、振動に関する苦情件数は多く、ほぼ横ばいで推移してい

ます。水道局での路上工事件数も集約化等により低減が図られていますが、平成１４年度実績

で約１,０００件となっており、更なる周辺環境への配慮が求められています。 
 
                          東京都における騒音苦情件数 

               
                        水道局における水道工事件数（国道・都道）の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・ 低公害車の導入の促進                ・ 事業者へのディーゼル車対策の要請（物品配送） 

・ 自動車の使用の抑制                  ・ アイドリングストップの実施     

・ 局が保有するディーゼル車対策の推進                       

  水道施設の建設や更新工事に伴い発生する騒音、振動を抑制する工法の採用など、周辺環境へ

の影響に配慮した施策を推進していきます。 
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（「東京都環境基本計画」（平成 14 年 1 月）より） 
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 エネルギーの有効活用による地球温暖化の防止、リサイクルの推進による廃棄物の発生抑制及

び省資源化に努めます。 

○取組事項 

 
 
 

【環境基本方針３】 水を育む地球環境の保全に貢献           

 
【施策の方向 ３－（１）】地球温暖化の防止 

  
○環境側面  

・ 水道事業では、浄水場の運転などに多くの電力を消費しています。電力使用量は配水量に左右

されるだけでなく、高度浄水施設の導入などにより増加しています。この電力使用量は都内の

電力使用量の約１％となっており、エネルギーの効率的な利用等が求められています。 
 
                           設備の運転による電力使用量の推移 

 ・ 路上工事縮減計画の推進 

・ 工事用車両による渋滞防止等の生活環境対策の実施 

 ・ 建設機械の環境対策                         

・ 堤体強化工事におけるモニタリング調査の実施 

・ 当局発注工事における不正軽油の撲滅 
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  水道局は都内の総使用電力の約１％を消費する大口需要家であることから、エネルギーの効率

的な使用や自然エネルギーの導入などにより、環境負荷の低減を図り、地球温暖化の防止に貢献

していきます。 

配水量あたりの 
 電力使用量 
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○取組事項 

 
【施策の方向 ３－（２）】廃棄物の発生抑制・リサイクルの推進 

     
○環境側面 

・ 現在使用中の新海面処分場が使用できなくなった後、東京湾内に新たな埋め立て処分場を確保

することは極めて困難となっており、局事業から発生する発生土等の廃棄物のリサイクルを推

進していくことが必要となっています。 
 
                       浄水場発生土の発生量と有効利用率の推移 

 
○取組事項 

 ・ 二酸化炭素総排出量の低減 【重点】      ・ ハロンの回収及び再利用の徹底 

・ 自然エネルギーの有効利用 【重点】      ・ 六ふっ化硫黄を封入した機器の適正使用   

 ・ エネルギーの効率的な利用             ・ 庁舎の電力使用量の抑制           

・ 夜間電力へのシフト                    ・ 省エネルギー型設備導入に関する調査研究 

・ 省エネルギーの実施               

・ フロンガスを封入した機器の適正処理   

   及び排出防止 

 ・ 浄水場発生土の有効利用 【重点】           ・ 印刷用紙の再生紙利用の拡大 
 ・ 浅層埋設の推進                          ・ ごみの排出量の削減 
 ・ 建設廃棄物のリサイクル                   ・ ごみのリサイクル率の向上 
・ 建設発生土のリサイクル                   ・ 印刷発注での石油系溶剤を含まない 
・ 建設リサイクルガイドに基づいた工事          インキの使用 

   の推進                                 ・ グリーン購入の推進 
 ・ 常用発電の燃焼ガスを利用した水質調整     ・ 再生素材を使用した被服の導入 
 ・ コピー用紙使用量の削減                   ・ リサイクルの推進に関する調査研究 
 ・ 印刷物の数量の抑制 
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  最終処分場の確保が困難になっていることを考慮し、局事業により発生する大量の一般廃棄

物や産業廃棄物について、発生量を低減するとともにリサイクルに取り組んでいきます。 

・ ハロンの回収及び再利用の徹底 

・ 六ふっ化硫黄を封入した機器の適正使用 
・ 庁舎の電力使用量の抑制 

・ 省エネルギー型設備導入に関する調査研究 

・ 印刷用紙の再生紙利用の拡大 
・ ごみの排出量の削減 
・ ごみのリサイクル率の向上 
・ 印刷発注での石油系溶剤を含まない 
  インキの使用 
・ グリーン購入の推進 
・ 再生素材を使用した被服の導入 
・ リサイクルの推進に関する調査研究 



                                         9

【施策の方向 ３－（３）】ヒートアイランド対策の推進   

  
○ 環境側面 

・ 東京の平均気温は、過去１００年間で２.９度の上昇が見られ、他都市と比較しても上昇して

います。水道局は、都内に多くの施設を保有していることから、ヒートアイランド現象の抑制

に貢献していくことが求められています。 

                      

                               東京の熱帯夜日数の推移 

 

○取組事項 

 
 

【環境基本方針４】 環境意識の高揚                                        

 

 【施策の方向】職員の意識向上とお客さま等とのコミュニケーション 

 すべての職員に教育・訓練を実施し、関係事業者に環境への配慮を求め、お客さまに環境マ

ネジメントシステムの取組状況を公表するとともに、お客さまとの協働の機会を広げます。 

  ・ 営業所等の局施設の屋上緑化の推進 
  ・ 環境配慮型事務所建設の推進 

  東京のヒートアイランド現象に見られるように、都市の温暖化が進行していることから、

多くの事業所を保有する水道局においても、建築物への蓄熱防止や人工排熱の低減等に取り

組んでいきます。 

  環境施策を確実に推進するため、職員一人ひとりの意識を向上させるとともに、お客さま等

との積極的な情報交流や協働等を行っていきます。 

  （「東京の環境２００３」（平成 15 年 4 月）より） 
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○取組事項 

 
 
 

【環境基本方針５】 環境マネジメントシステムの継続的な改善         

 
【施策の方向】環境マネジメントシステムの構築と運用 

   
○取組事項 

 
 
 

【環境基本方針６】  環境関連法規制等の遵守                  

 
【施策の方向】環境関連法規制等の明確化と管理 

   
○取組事項 

 

事業活動に適用される環境関連法規制等を遵守します。

環境目標を定め、定期的に見直し、環境マネジメントシステムの継続的な改善を進めます。

 ・ お客さまとの協働の推進               ・ 環境問題研修の充実 
 ・ 環境報告書の公表                    ・ お客さまとの新たな交流活動の検討 
 ・ 環境会計の公表                      ・ 節水意識の高揚 
 ・ 環境配慮企業への評価                ・ ＩＴを活用した効率的なコミュニケーション手法 
                                         の調査 

 ・ 環境目標の設定と見直し及び体制の維持 

・ 法律や規則等の要求事項の明確化と管理 

  水道事業の特性に合わせた環境マネジメントシステムを構築し、目標達成のための運用を行

いながら、推進のしくみと体制が適正であるか検証し改善していきます。 

  環境関連法規制等を確実に遵守し、規制内容や局の責任体制を明確にした管理を実施しま

す。 

・ 環境問題研修の充実 
・ お客さまとの新たな交流活動の検討 
・ 節水意識の高揚 
・ ＩＴを活用した効率的なコミュニケーション手法 
  の調査 
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環環境境計計画画をを推推進進ししてていいくくたためめにに 

 

○推進のしくみと体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コミュニケーションの推進 

 

○信頼性を担保するために 

 

・環境計画の推進のしくみとしてＰＤＣＡサイクルを採用し、これを適切に運用していくため

の推進体制を定め、全職員をあげて目標達成に取り組んでいきます。 

・水道局の環境への取組内容や結果などを環境報告書やインターネットなどを活用して、より

広く伝えるとともに、ご意見をいだだき施策に反映させていきます。 

・環境計画が有効に運用されていることや環境目標に対する達成結果、改善内容等について、第三

者からの評価を受け、見直しに活かしていきます。 

計計画画をを立立てて（（ＰＰｌｌａａｎｎ））、、計計画画にに基基づづいいてて実実施施しし（（ＤＤｏｏ））、、そそのの成成果果をを検検証証しし（（ＣＣｈｈｅｅｃｃｋｋ））、、検検証証結結果果をを計計画画

にに反反映映すするる（（ＡＡｃｃｔｔｉｉｏｏｎｎ））、、ＰＰＤＤＣＣＡＡササイイククルルをを適適切切にに運運用用しし、、環環境境負負荷荷をを継継続続的的にに改改善善ししてていいくくシシスステテ

ムムでですす。。  

水水道道局局環環境境計計画画のの推推進進イイメメーージジ

環境の専門家

  等による

 第三者評価 ・環境関連法規制等

・環境影響評価

・取組事項・目標

・行動計画の策定

Ｐｌａｎ

・計画の実行

・環境計画推進研修

・コミュニケーション

・文書管理

Ｄｏ

・行動計画の進捗管理

・不適合並びに是正及び

  予防措置

・環境記録

・内部環境監査

Ｃｈｅｃｋ

・経営層による

  計画全体の見直し

Ａｃｔｉｏｎ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
 

皆様のご意見・ご感想を 
お聞かせください。 

東京都水道局総務部調査課 
 
〒１６３－８００１ 
東京都新宿区西新宿２－８－１ 
電話（０３）５３２０－６３１４ 
ＦＡＸ（０３）５３８８－１６７８ 
http://www.waterworks.metro.tokyo.jp/ 
 


